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「論理的・創造的思考力」を高める現代文学の学習過程・評価開発

—中学校国語学習から高等学校「言語文化」「文学国語」ヘ一

I はじめに

1 今求められている資質・能ヵ

我が国は第四次産業革命をむかえ、 loT、ロボット、

AI (人工知能）、ビックデータといった先端技術を産業

や社会生活に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決

を両立する Society5.0の実現に向け、学びの在り方や

求められる人材像が見直されている（注記及び主要な

参考文献 1、以下注とする）。 Society5.0において共通

して求められる力は「①文章や情報（テクスト）を正

確に読み解き対話する力②科学的に思考・吟味し活用

する力③価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探

究力等」であり、これらを確実に習得することが求め

られている（注2)。（下線は伊藤による、以下同じ。）

また、過去の成功体験が通用しない産業構造の変化

の中、日本社会・日本企業が世界の様々な社会課題を

解決し、イノベーションに溢れる「課題“解決”先進

国」として存在感を発揮していくため、「創造的な課題

発見・解決力」の育成が目指されている（注3)。

2 資質・能力の三つの柱

新学習指導要領（幼小中高等学校• 特別支援学校）

が平成 29年 3月に公示され（高等学校は平成 30年 3

月公示）、コンテンツベースからキー・コンピテンシー

ベース（資質・能力型）教育へ変化し、学びの質的価

値や、論理的・創造的な学びがより重視されることと

なった。それに伴い、学びの質を深め、資質・能力を

確実に育成するために、主体的・対話的で深い学びの

視点に立った学習過程が求められている。

また、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能

力を、ア「何を理解しているか、何ができるか（生き

て働く 「知識・技能」の習得）」、イ「理解しているこ

と・できることをどう使うか（未知の状況にも対応で

きる「思考力、判断力、表現力等」の育成）」、ウ「ど

のように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか

（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

カ、人間性等」の涵養）」の三つの柱に再整理し、全て

の教科等の目標及び内容についても「知識及び技能」、

「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人

間性等」の三つの柱で再整理した（注4)。

3 教科を学ぶ本質的意義（見方・考え方）と教科

横断的な楓点での学びのつながり

資質・能力の二つの柱を支え、学びの深まりの鍵と

なるのが「見方・考え方」である。「見方・考え方」に

は教科等ごとに特質があり、様々な事象等を捉える各
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教科等ならではの視点や、各教科等ならではの思考の

枠組みのことを指しており、これらは「各教科を学ぶ

意義」に通じる部分である。

各教科等で学んだ「見方・考え方」を相互に活かす

ことで、各教科等の学びが深まることはもちろんのこ

と、教科横断的な課題、つまり、より複雑で高度な課

題の解決へとつなげることができる。

4 「見方・考え方」を鍛える「習得・活用・探究」

資質・能力の二つの柱を支える「見方・考え方」は、

「習得・活用・探究」という学びの過程の中で働くこ

とを通じて、資質・能力をさらに伸ばしたり、新たな

資質・能力を育んだりすることに加え、「見方・考え方」

自体がさらに豊かになる、という相互の関係にある。

また、子どもたちが生粍にわたり、各教科等で学ん

だ「見方・考え方」を活かして主体的に学び続けるた

めには、学習過程の中で学ぶことの意味や価値を感じ

ながら、自分の生き方や価値観、社会の在り方などと

関連付けられることが重要である。これを実現するた

めには、習得した学びを活用・探究の場面で一般化・

汎用化できるような学習活動を設定する必要がある。

5 資質・能力の定着とカリキュラム・マネジメント

→畠務教育から高等教育ヘ―

資質・能力の育成、定着を図るために、新学習指導

要領では教科等間のつながりを捉えた学習等のカリキ

ュラム・マネジメントが求められている。また、各教

科等における学習等に関しては、一層の学習の系統性

が重視されている。「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」においては、「高等学校に

おける教育が、小・中学校に比べ知識伝達型の授業に

とどまりがちであることや、卒業後の学習や社会生活

に必要な力の育成につながっていないことなどが指摘

されていることを踏まえ、今後は特に高等学校におい

て、義務教育までの成果を確実につなぎ、一人一人に

育まれた力を更に発展・向上させることが求められる。」

と述べられている。

以上のことから、義務教育段階から高等学校への学

習の系統性を明らかにすることが必要である（注4)。

n 主題設定の意図

1 論理的・創造的言語力育成と小中・高の系統性

平成 30年 3月に告示された高等学校の新学習指導

要領で、国語科では「現代の国語」「文学国語」等、外
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国語科では「英語コミュニケーション I・II・III」「論

理・表現 I・II・III」等、新設された理数科では「理

数探究」等といった新教科・新科日が示された。例え

ば「理数探究」では、将来、学術研究を通じた知の創

出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を

目指すとされており、論理的・創造的思考力に関する

系統性をみることができる。

また芸術教科においては、論理的・創造的に思考し

たことを言語化する論理的・創造的言語力が求められ

ている。例えば、音楽科 lでは「第8鑑賞研究 1-(2) 

音楽作品や演奏について，根拠を明確にして批評する

ことができるようにする。」とあり、言語の力を重視し

ていると読み取れる。つまり、国語科は中核で要の教

科として、論理的・創造的言語力を系統的に育成して

いかねばならない（注4)

2 「C 読むこと」における論理的・創造的思考カ

の育成と学習過麺モデル

新学習指導要領にわいて「C 読むこと」の指導事項

は学習過程に沿って「0構造と内容の把握」「0精査・

解釈」「0考えの形成，共有」の三点で構成されている。

この三点は「C 読むこと」に限ったものではなく、「A

話すこと・聞くこと」「B 書くこと」にも文言は違え

ども、共通して示されている（注4)。

新学習指導要領の解説を踏まえると、「0構造と内容

の把握」では「叙述を基に」捉えるもののみを対象と

しており、主に論理的思考力の育成が求められている。

続いて、「0精査・解釈」では、叙述を基に捉えた、

作品や文章の内容や構成、展開などを踏まえて、読み

手が知識や経験なども踏まえて意味づけることが求め

られており、論理的思考力を基盤とした創造的思考力

の育成が求められている。

最後に、「0考えの形成，共有」では、文章の構造と

内容を捉え、精査・解釈することを通して理解したこ

とに基づいて、自分の既有の知識や様々な経験と結び

付けて考えをまとめたり広げたり深めたりしていくこ

上が求められており、主に創造的思考力の育成が求め

られている。つまり、学習によって習得した「見方・

考え方」を最も働かせたり鍛えたりする段階が、「0考

えの形成，共有」の学習段階にあたる。以上の学習過

程の関係性は、資料 lを参照されたい

【資料1 論理的・創造的思考力と指導-項の関係性】

3 「C 読むこと」における指導事項の系統性

論理的・創造的思考力（言語力）を、どの学年でど

れほどまで育てることが求められているのか明らかに

するため、その鍵となる「0構造と内容の把握」「0精

査・解釈」「0考えの形成・共有」という三つの指導事

項を系統的に整理した。内容については資料2,,____, 4を

参照されたい。

【資料2「構造と内容の把握：の系統図（新学習指導要領を参考に構成）】
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「0構造と内容の把握」に関しては、中学校第二学

年までは、「心情の変化」「登場人物の相互関係」とい

った文章の部分を適切に把握することが主に求められ

ているが、中学校第三学年からは文章の種類を踏まえ

た上で物語の展開の仕方を理解する等、文章全体の把

握が求められている。

【資料3 精査解親の系統図（新学習指導要領を参考に構成）】

二戸］［

考えの形成，共有

精査・解釈

「見方・考え方」を
働かせる

構造と内容の把握

i場面と場面，場面と描写などを結び‘ 雰
付けたりして，内容を解釈する等 的

（中 1~2) な

'-~ は~―====~・ 
精

f 人物像や物語などの全体像を
査

具体警9訂る等 ］ 悶
量 11w・・ ✓ ____  _ 

続いて「0精査・解釈」に関しては、「0構造と内容

の把捏」との関連から、中学校第二学年までは、描写

や場面等、主に文章の部分に関わる要素について精査・

解釈することが求められているが、中学校第三学年で

は、文章に表れているものの見方や考え方について考

えをもつこと、文章の構成や論理の展開、表現の仕方

について評価すること等、高等学校では「文章の構成

や展開，表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について

考察すること」「作品に表れているものの見方，感じ

方，考え方を捉えるとともに，作品が成立した背鼠や

他の作品などとの関係を踏まえ，作品の解釈を深める

こと」等の、複数のテクストを比較したり関連付けた

りして、テクストの持つ価値を吟味、評価すること等、
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文章全体を精査・解釈することが求められている。

【資料4「考えの形成共有の系統図｛新学習指導要領を参考に構成）】
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「O考えの形成，共有」に関しては、中学校第二学

年までは自らの知識や経験を踏まえて考えをもつ等、

自分の考えを広げたり深めたりすることが主に求めら

れているが、中学校第三学年からは社会生活の様々な

事象について、より広い視野（人間、社会、自然等）

から自分の意見を形成することが求められている。

4 「考えの形成共有」を支えるテクスト形式

「見方・考え方」を働かせながら、「考えの形成，共

有」を行うためには、その前提として、文章（テクス

ト）の構造と内容を論理的に把握したり、根拠を明確

にして解釈したりすることが必要である。これらを支

えるのが「テクスト形式を踏まえた学習過程と評価」

である。

テクスト形式とは、多様なテクスト（近現代小説や

詩歌、民話・伝承、古文・漠文・漠詩、評論・鑑賞・

批評、随筆、伝記・自伝、記録・報告・報道、新聞、

コマーシャル、伝統芸術等）がもつ本質的な構成や表

現方法・文体（スタイル）からの考察を意味する（佐

藤洋一氏の諸論、注5)。

テクスト形式を用いて、様々な切り口（設定、人物

相関、中心人物の役割等）から読むことは、「構造と内

容の把握」や「精査・解釈」する上で必須であり、論

理性を踏まえた上での創造性が間われる「考えの形成・

共有」を行う上で重要な学習過程である。

つまり、何を、どう考えれば、作品のもつ主題を「正

確に理解」し、さらに「豊かに解釈・批評」すること

ができるのかという思考過程の鍵が「テクスト形式」

である。これらを陥に学習を積み重ねることで、生徒

たちは学びをメタ認知することができ、学びの手ごた

えを感じることにつながる。

5 現代小説がもつ基本的なテクスト形式

—なぜ、現代小説を学習するのか—
小説がもつ基本的なテクスト形式は、資料5を参照

されたい。これら五つの切り口からテクストを精査・

解釈することで、作品の持つ主題を捉え、自らの立場

から解釈することができる（注5)。

これら五つの切り口を、どれだけの広さ、深さで扱

うのかについては、各学年の指導事項や扱うテクスト

の特徴、魅力等に対応させて考える必要がある。

【資料5 小説の基本的テクスト形式（佐藤洋一氏の諸論）】

また、現代小説固有のテクストの特徴についても触

れておきたい。これらは、大きく二点に整理される。

一点目は主題には二重性があり、表層的な主題と深

層的な主題の両者をもつ点である。特に深層的な主題

には、現代社会が抱える問題や課題が投影されている

ことが多い。

二点日は作中人物がもつ成長や課題には、現代的な

課題が込められている点である。（個人や家庭の枠組み

を超えた…社会的な間題等）

つまり、現代小説を学習することは、価値観が多様

化し、情報化社会によるコミュニケーションの希薄化

やフェイクニュース等、現代が抱える課題に対し眼を

向け、自分らしく判断し生き抜いていく力を高めるこ

とができるという価値がある。

m 実習校・生徒の実態（概略）

1 実施クラス

名古屋市立公立中学校 1年生 69名

2 生活面

大きな特徴として「一小ー中」であるため、中学校

1年生であってもクラスメイトが気心の知れた仲間ば

かりであることから、男女の仲も良く、助け合う場面

が多く見られる。間題行動や服装の乱れはほとんど見

られない。一方で集団の中での各々の役割や友人関係

が、小学校の頃から引き継がれそのまま固定されがち

な面がある。小学校の頃のグループから抜け出したい

と思っている生徒は数名いるが、うまく関係性を再構

築できていない様子がうかがえる。自己決定すること

を苦手とする生徒が多く、自ら考えたり決断したりす

る場面では友人の考えに同調したり教師の手助けをす

ぐに要求したりする姿が見られる。

3 学習面

授業中は挙手率も高く、集中して取り組んでいる。

疑間があれば周りの友人に助けを求めて、話し合いな

がら解決している。他者の考えを素直に受け入れ、取
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り入れようとする姿勢がある。しかし、一人で考えを

構築することに自信がない生徒が多い。

4 国語科の授業

国語科に関する意識調査を中学校 1年生 (69名、平

成 30年 5月に実施）に行った。

まず、読書が好きかどうかについて 5段階評価で回

答を得たところ、約半数以上が「読書が好き」と答え

た（資料6参照）。

【資料6 読書に関する意識調査 (n=6 9)】

0% 50% 100% 

口とてもす言 口すき 口ふつう 口あまリすきてはない mすきではない

続いて、證書が好きな理由について回答を得たとこ

ろ、以下のような回答結果になった（資料7参照）。

【資料7 読書が好きな理由に関する意識調査】

読書が好きなのはなぜですか

知らなかったことを知ることができる

n= 6 9 
（複数五答可）
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この結果から、生徒たちが説明文や物語文等を読ん

で手ごたえを感じるのは、新たな知識が得られたり、

その知識が自己課題や生活経験、生き方と学習がかみ

合い結び付いたりしたときであると推測される。つま

り、生徒たちが学びの価値を感じられるために、習得

した学びを活用・探究の場面で一般化・汎用化できる

ような学習活動を設定する必要がある。

続いて、物語を読むときに何に注目して読んでいる

かについて回答を得たところ、以下のような回答結果

になった（資料8参照）。
【資料8 物語のテクスト形式に関する意識調査】
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多角的に読み取り、精査・解釈できるような学習過程

を設定する必要がある。

IV 教師力向上実習 Iの報告

1 ねらい

テクスト形式を基に描写を読み取ることを通して、作

品の主題を捉え、解釈し、生活体験と関連付けながら生

き方を創造できるようにする。

2 ねらい設定の理由

ねらい設定の理由は、大きく分けて二点ある。

一点目は、新学習指導要領の面からである。平成 29

年度の全国学カ・学習状況調査によると、国語科にお

ける主な課題として、小学校では「物語を読み、感想

を伝え合う中で、具体的な叙述を基に理由を明確にし

て自分の考えをまとめること」、中学校では「話の展開

を踏まえて一つ一つの叙述の意味を捉え，内容を理解

すること」が挙げられている。

それを踏まえ、新学習指導要領では、中学校以降の

国語科の学習では、第 1学年では「場面の展開や登場

人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基

に捉えること」や「日的に応じて必要な情報に着日し

て要約したり場面と場面、場面と描写などを結び付け

たりして、内容を解釈すること」が求められている。

二点日は、実習校の生徒の実態からである。実態調

査から、①生徒たちが学びの手ごたえを感じるために

は、習得した学びを自己課題や生活経験、生き方に活

かす場面が必要であること。②テクストを多面的に精

査・解釈することに課題があること。という二つの実

態が明らかになった。

以上の二点を踏まえると、中学 1年生の 1学期には

「小説の読み方（テクスト形式）」をおおまかに習得す

ることによって、テクストの構造と内容の把握をした

り、精査・解釈したりするための基本的な方法や着眼

点を学ぶ必要があると考えられる。また、捉えた作品

の主題を自分の立場から解釈し、生活経験等を踏まえ

て考察することで、学びをメタ認知する方法を学ぶこ

とができると考えられる。以上の理由から、上記のよ

うなねらいを設定した。

3 ねらいを達成する手立て

(1)テクスト形式雑撃幻喝憧犀習得）

(2) 誕冊加型による鵬虞ート聞成躙•鵬

「(1)テクスト形式に踏まえた読解」では、小説の基

本的なテクスト形式（資料5参照）に沿って、作品の

もつ構造と内容の把握と、描写を根拠にした精査・解

釈を行った。「小説の読み方（テクスト形式）」をおお

まかに習得するという観点から、各テクストを平等の

濃度で扱った。

「(2)論理的な型による読書レポートの作成」では、

噂｀…………………•’””

ここから、生徒たちは小学校までに中心人物や中心

人物の変化に着目した学習は積んできているが、対比

的人物や象徴的イメージの役割等についての学習は十

分でないことが予想される。つまり、テクストを一面

的に読解することに留まり、テクストを多面的に読ん

だり、そこから得た様々な情報を精査・解釈したりす

ることに課題がある。したがって、テクストを多面的・



－145－

(1)から得だ情報を日的に応じて選択、整理させ、論理

的に説明できるように、ワークシートを用いて書かせ

た。また、「むすび」の部分には、習得した学びを生活

経験と結び付け、一般化・汎用化させて書かせた。

4 検証方法

(1)検証について

テクスト形式を踏まえた読解を基に、読書レポー

トを作成する学習過程は、論理的・創造的息考力を

高める上で効果的であったのかを、読書レポートの

記述をルーブリックにより評価した上で、記述内容

から検証する。

(2)ルーブリックについて

本研究のテーマである「論理的・創造的思考力の高

まり」について検証するため、各々の力を実践と関連

付けながら定義づけることとする（注6)。

本実践における「論理的思考力の高まり」に関して

は、与えられた「読書レポート」の型を、目的に応じ

ていかに運用できているか否かで測った。ここでの「目

的」とは、「なか2②」で主題を述べるために「なか2

①」の題材を適切に選択できているか、また「むすび」

で自分の意見や主張を効果的に述べるために「なか2」

で必要な情報を選択し記述できているかどうかを指す。

これらができている生徒は「論理的な構成の型を活か

して」記述できていると考えられ、論理的思考力が裔

まったと言える（資料 10参照）。

続いて「創造的思考力の高まり」に関しては、読書

レポートの「むすび（自分の主張や意見）」において、

切実感をもちながら自分の生活経験や知識等と関連付

けて述べられているか否かで測った。ここで重要なこ

とは、学びを経験等と「関連付けて」いること（＝メ

夕認知できていること）であり、これらができている

生徒は「創造的患考力」を働かせられていると考えら

れ、「創造的思考力」が高まったと言える。

以上を踏まえ、ルーブリックを作成した。

<S評価＞ 論理的な構成の型を活かし、主趙に対す

る考えを、切実感をもって表現している。

<A評価＞ 論理的な構成の型を活かし、主題に対す

る考えを、表現している。

<B評価＞ 論理的な構成の型に沿って、主題に対す

る考えを、表現している。

<C評価＞ 論理的な構成の型に沿って、表現できて

しヽなし‘

5 実践内容

(1)「花曇りの向こう」の教材的価値

教材は「花曇りの向こう（瀬尾まいこ、光村中 1、

本書書き下ろし）」を扱う。

本教材は、転勤が多い父親のもとに生まれた明生が、

小学校卒業と同時に転校し、友達ができずに悩みなが

らも、人付き合いに積極的なばあちゃん（祖母）との

関わりや川口君との出会いを通して、自分の居場所を

自分の力で見つけていく作品である。

中心人物の明生の行動や心情から読み取れる、困難

に直面した際に、自分なりに考え行動したり、失敗を

次に生かそうとしたりする姿勢や、自分の価値観（梅

干し）を客観視しながらも大切にすることは、中学校

という新しい場所で、新たな仲間と共に三年間送って

いく生徒たちに持ってほしい姿勢であることに留まら

ず、価値観が多様化している現代で生き抜く上で必要

立上であり、中学校 1年生の 1学期に学習するのに非

常に効果的な教材である。

(2)学習過程

小説を読むときのポイントを知る (1/ 8) 

くテクスト形式⑥＞

初読の感想を(1)共感したところ、面白いと思ったと

ころ、 (2凝間に思ったところ、 (3)意見など自由な感想

の三つの観点で書かせた。観点を明確にして初読の感

想をもつことは、教材への関心を高める上、考えの形

成、深化を行う時の核となる。また、指導においても

生徒の解釈の課題を把握する場となる。

次時には、初読の感想を小説のテクスト形式（資料

5参照）別に分類して示した。これにより、自分の感

想がどのテクスト形式から着日したものであるかが明

確になる上、他のテクスト形式から見た際の考えに触

れる契機となる。

生徒の初発の感想からは、「最初はすっぱかった梅

干しが最後は甘酸っばくなっているのかが気になっ

た」、「花曇りという言菓はたくさん出てきたけど、題

名が花曇りの向こうになっている理由が分からなかっ

た」等が出された。

小説の構成を確認しあらすじをまとめる (2/8)

くテクスト形式①、②＞

「花曇りの向こう」の状況設定と場面構成を、描写

を基に理解する（「構造と内容の把握」）ため、本文中

のキーワードが空欄になったワークシートを用いた。

また、小説の基本的な構成の型である「状況設定・

展開（三段階）•発展・結末」を場面ごとに示すことで、

構成の特徴を捉えられるようにした。

中心人物の変化ときっかけを読み取る (3/8)

くテクスト形式③＞

中心人物の設定を把握するため、中心人物の設定に

関わる描写を探し、得だ情報を関連付けさせ「中心人

物はどのように描かれているか」をまとめさせた。

続いて、変化を捉えさせるため、中心人物の「はじ

め」の人物像と「おわり」の人物像を比較させた。そ

して、「変化」のきっかけは何かについて、「場面展開」

を踏まえて捉えさせた。

対比的人物の役割と効果を読み取る (4/8)

くテクスト形式④＞

対比的人物の役割と効果を際立たせるため、「もし明

生（中心人物）が川口君（対比的人物）と出会わなか
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ったら」という間いを基に、考えをもたせた。

また、対比的人物の人物像を、描写を基に捉えさせ

ることで、対比的人物の設定には作者の意図があるこ

とに気付かせた。

作者が工夫しているイメージを読み取る

くテクスト形式⑤＞（実践では省略）

事物がもつ象徴性に気付かせるため、意図的に事物

を抽出し、隠された意味を考えさせた。そして、作者

はなぜその事物を選んだのかについて、自分の考え・

解釈をもたせ、作者のものの見方・考え方に迫らせた。

小説のもつ主題を捉え解釈する (6/8)

＜①～⑤のテクスト形式による選択・判断・分析＞

これまで学んできたテクスト形式を活かし、小説の

主題を論理的に捉え、自分の立場から解釈させた。よ

り深く解釈できるように、最初は個々で考えをもたせ、

その後グループで意見交流し、交流して得た視点や考

えを基に、再度個々で考えをもたせた。

主題をもとに生き方につなげる (7/ 8) 

く自分の考えの形成ヘ一読書レポートー＞

「花曇りの向こう」から捉えた作品の主題を、自分

の立場から解釈するために、読書レポートを書かせた。

読書レポートは「はじめ・なか 1. なか2・むすび」

の論理的な文章構成の「型」に沿って書かせた。

なか 1、なか2には、生徒たちの立場や関心、間題

意識等から「好きな（印象に残った）場面・人物・表

現等」を選ばせ、むすびには今後の生き方や目標等を

書かせた。

交流し見方・考え方を広げる (8/8)

く自分の考えの再構成、深化へ＞（実習では省略）

読書レポートを読み合い、友達の作品の良さを見つ

けたり、ものの見方・考え方に触れたりする契機とし

た。この際、生徒用ルーブリックを与えることで、作

根拠を明確にして作品を批評する力を養った。

6 検証結果と考察

評価結果から、ほとんどの生徒が論理的な型を用い

て読書レポートを書くことができていた（資料9参照）。

【資料9 実際の評価結果 (n=6 9)】

(5/8) 

<S許団＞論罪的な椙成の型を活かし、主題に対する 5 
考えを切実惑をもって表現している。

<A戸四＞論痒的な構成の型を活かし、主題に対する 1 3 
考えを、表現している。

<B戸缶＞論鯉的な構成の型に沿って、主題に対する 4 6 
考えを表現している。

<C評団＞総理的な構成の型に沿って、表現できていない。 5 

一方で、 B評価以下に留まった生徒の大きな特徴と

して、捉えた主題についての意見は記述できているも

のの、それらを導いた根拠となる「作品の魅力」に関

する記述との関連性が見取れない文章が多かった。

つまり、根拠をもって意見を述べたり、自らの意見

や主張を伝えるために、情報を整理して文章を構成し

たりすることに課題が残った。

【資料10 子どもの読書レポートA】
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読壽レポート A(資料 10参照）は<B評価＞の作品

である。この生徒は各項目で以下のように述べている。

① この作品の魅力は、さいごだ菓（子）やさんへ

いって川口君と会ったことで買うつもりがなか

った梅干しのお菓子だけど川口君がきたあと明

生は梅干のお菓しをかった。

② この作品が読み手に伝えたいメッセージは、友

達はさいしょつくるのがたいへんだけどきっか

けやおなじことがあるとできるから友だちはた

いせつにしてほしい。

③ だから私は、今なんとなく一緒にいる友達をも

っともっと大切にしたいです。

読書レポートAは、この作品の主題を「友達をつく

ることの難しさと、友達という存在の有難さ」と捉え、

「むすび」において、友達をつくることの難しさに加

え、今一緒にいる友達の有難さに着目しており、切実

感をもった記述だといえる。しかし、作品の主題を解

釈した根拠となる「作品の魅力」と、解釈した主題と

の関わりが希薄であり論理的な文章とは言えない。

この要因として、テクスト形式によって多面的に読

むことはできたものの、各々の切り口からの読みが浅

かったことが挙げられる。本実践では、小説のもつ基

本的なテクスト形式の五つの切り口から、平等の濃度

でテクストを解釈するような学習過程を設定したが、

多面的にテクストを読むことに慣れていない生徒たち

にとっては扱う情報が多く、解釈しきれなかったと考

えられる。

また<A評価＞に留まった生徒たちの特徴として、

捉えた主題に対する自分の意見や主張が、作品の枠組

みに留まってしまっている記述が多かった。例えば、

今回扱った花曇りの向こうの表層的なテーマは「友だ

ちづくり」であるため、「これからたくさん友達を作り

たい」「友達を作る時は、自分から話しかけてみたい」

等の記述は多く見られたが「困難に直面した時、どう

するのか」、「本当の友情とは何か」等の、深層的な主

題へ日を向けることには課題があった。

この要因として、 6時限目に「この作品のもつ主題
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は何か。」という間いを与え、意見交流をしてしまった

ことが挙げられる。作品のもつ主題とは読者に発見さ

れ、更新されていくものであり、時として作者の意図

を超えて存在するものである。しかし今回のように、

「作品のもつ主題は何か。」と間うてしまうと、話し合

いの中で友達の意見に同調することに留まったり、正

解を探したりする等、生徒たちが主題を自らの力で更

新することが難しくなってしまう。それゆえ、このよ

うな結果になったのだと考えられる。

7 教師力向上実習11に向けて

以上の課題を踏まえ、以下のような手立てを講じる。

テクストを整理しながら考えを形成し、主題を自分

の立場から解釈できるようにするためには、まずは限

られたテクストの切り口に深く着日して、考えを形成

する力を養う必要がある。そこで、実習IIでは扱うテ

クストの切り口の濃度を変え、教材の特質を踏まえて、

重点となるテクストを明確に提示する。そうすること

で、テクストに対する視点が焦点化され、テクスト形

式を運用しやすくなり、より深く主題を解釈すること

ができると考えられる。

続いて、テクスト形式の運用によって解釈した主題

を、自分らしさを発揮しながら表現できるパフォーマ

ンス課題が必要である。「主題は何か。」という間い型

（資料 10 読書レポートなか②参照）ではなく、生徒

の解釈を間接的に表現するパフォーマンス課題を設定

することで、生徒一人ひとりの立場や個性がいきいき

と表現されると考えられる。

v 教師力向上実習11の報告

1 ねらい

テクスト形式を基にして描写を丁寧に読み取る
ことを通して作品の主題を捉え、解釈し、作品と対
話することを通して生活体験と関連付けながら生
き方を創造できるようにする。

2 ねらい設定の理由

教師力向上実習 Iでの課題を踏まえ、改善した点は

作品との対話に重点を置いたことである。作品との対

話とは、テクストを多面的に解釈することを通して、

作品の主題を自分の立場から解釈することを指す。

重点を置いた理由として、実習 lの結果から、テク

ストを多面的に解釈できていないことや、作品のもっ

主題に対する解釈が表面的であり、作品（テクスト）

との対話に課題があると考えられたからである。

3 ねらいを達成する手立て

(1)テクスト形式饉沓ま幻l-d3愉犀僭得）

(2)スヒシオフ創伯こよる読対宜し話用・探完）

(1)「テクスト形式を踏まえた読解」に関しては、教

師力向上実習 Iと同様に、小説の持つ基本的なテクス

ト形式に沿って学習過程を組み立てた。しかし、実習

lと大きく異なる点は各テクストを扱う濃度である。

実習 Iでは①～⑤のテクストについて平等の濃度

で扱ったが、実習IIでは特に③中心人物の変化とその

きっかけに焦点を当てて学習過程を組み立てた。その

理由は、カリキュラム・マネジメントの観点から、中

学校 1年生の段階では、描写を基に丁寧に心情等を押

さえることが必要である上、作品の主題が最も色濃く

表れるのは中心人物の変化だからである。特に今回扱

う作品は中心人物の心情の変化が微細に描かれており、

これらを場面構成と関連付けながら把握できることが、

生徒たちが自分の立場から作品の主題を解釈する上で

必要であると考えたからである。

(2)「スピンオフ創作による読み直し」とは、スピン

オフ（＝既存映画やドラマなどの外伝〈メインストー

リーからもれたエピソード〉としてつくられる物語）

を創作することを通して、作品を読み直すことを指す。

スピンオフの創作は、物語の構造や内容、登場人物の

人物像等を踏まえて書いた論理的な側面と、中心人物

の生き方に寄り添って書いた創造的な側面が混在する

墨題である。中心人物の心情や行動には作品の主題が

色濃く表現されるため、スピンオフを通してそれらを

どう描くのかに、書き手である生徒一人ひとりが主題

をいかに解釈したのかが、投影されると考える。

4 検証方法

(1)検証について

テクスト形式を踏まえた読解を基に、スピンオ

フを作成する学習過程は、論理的・創造的息考力

を高める上で効果的であったのかを、スピンオフ

の記述をルーブリックにより評価した上で、記述

内容から検証する。

(2)ルーブリックについて

本実践における「論理的恩考力の高まり」に関して

は、スピンオフの内容が基となる小説の設定や展開等

を踏まえているか否かで測った。これらができている

生徒は、テクストを正確に把掴し、論理的に記述でき

ていると考えられ、論理的思考力が高まったと言える。

続いて「創造的思考力の高まり」に関しては、スピ

ンオフで選んだ題材の中心人物の心情や行動を曹かに

想像しながら記述できているか否かで測った。ここで

重要なことは、作品の主題に対する解釈を、中心人物

の言動を通して表現していることであり、これらがで

きている生徒は、「創造的思考力」を働かせられている

と考えられ、「創造的思考力」が高まったと言える。

以上を踏まえ、ルーブリックを作成した。

<S評価＞ 物語の展開を踏まえて、中心人物の心情

を豊かに想像しながら、作品のもつ主題

を軸に、スピンオフが書けている。

<A評価＞ 物語の展開を踏まえて、中心人物の心情

を豊かに想像しながら、スピンオフが書

けている。
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<B評価＞ 物語の展開を踏まえて、スピンオフが書

けている。

<C評価＞ 物語の展開を踏まえて、スピンオフが書

けていない。

5 実践内容

(1) 『きみの友だち』「—ねじれの位置—」（開発教材）

の教材的価値

本実践では、重松清『きみの友だち』「一ねじれの位

置一」（新潮文庫 2008年、初出 2005年）を教材開発

した。この作品は群像劇の手法を取りながら、各々の

登場人物が人とのつながりに不安や迷いを抱えながら

も深い心のつながりを結んでいこうとする一本の主軸

がある構成となっている。作者の重松清はこの作品を

自らの子どもへ向けて書いたと述べているが、この作

品からは読み手自身が友人関係や人とのつながりに悩

んだ経験（自己の実体験・各個人の“物語")と小説（も

う一つの物語）を相互に重ね合わせ対話させ、現代を

生きるために葛籐や困難、複雑な人間関係の中で「心

のつながりを結ぶ」方法を考えてほしいというメッセ

ージを読み取ることができる。

不慮の事故と後遺症や、自分ではどうにもならない

こと（死に至る病気や偶然等）、思ってもいない行き違

いに傷つきずっと開放されず苦しむ、『きみの友だち』

に描かれている少女や少年たちの生きるための、しか

し受け入れ超えていかなければいけない葛藤や苦悩は

今の小学生・中高生のものでもあると思われる。多様

な価値観、フェイクニュースのはびこる現代において

「本当に大切な人を見つけ、深く心を通わせること」

はどんな意味があるのか。どうすればいいのか。「友だ

ちという対等な友情関係にある深い真実」とは何か…。

こうした生きるための間い（価値ある課題）を提示し

てくれる作品である。

(2)学習過程

小説を読むときのポイントを知る (1/8) 

くテクスト形式⑥＞

実習 Iと同様、初読の感想をポイントごとに書かせ

た（詳細は教師力向上実習 Iの (1/ 8) を参照）。

小説の構成を確認しあらすじをまとめる (2/8) 

くテクスト形式①、②＞

実習 lと同様、初読の感想を小説のテクスト形式

（資料5参照）別に分類した。

その後「ねじれの位協」の状況設定と場面構成を、

描写を基に理解させた（詳細は教師力向上実習 Iの(2

/8) を参照）。

中心人物と対比的人物の設定を読み取る (3/8)

くテクスト形式③、④＞（改善点）

中心人物の設定と対比的人物の設定を、それぞれプ

ロフィール形式でまとめさせ、比較させることで作者

が「ライバル」という関係をどんな設定、描写を用い

て描いているのか可視化できるようにした。

また、初読の感想において、中心人物の一面的な部

分しか読み取れていない記述が多かったため、「本当に

ブンちゃん（中心人物）はそんな子どもだったのか」

と間う等、細かな描写に目を向けられるようにした。

そして、中心人物の新たな一面が明らかになる場面

を、前時に用いたワークシートを基に探させることで、

場面設定の効果を気付かせた。

中心人物の変化のきっかけを読み取る (4/8)

くテクスト形式③＞（改善点）

「ブンちゃん（中心人物）が何故あんなにいらいら

しているのかが分からない。」という生徒の初読の感想

を取り上げ、中心人物の葛藤が描かれている描写を、

場面ごとに抜き出させた。これには意図がある。

各班 l場面ずつ担当させ、それぞれ「葛藤」に関す

る描写を抽出していくと、ある場面 (5場面）には「葛

籐に関する描写」がないことが分かる。そこから、そ

の場面に着日させ「この場面では何故葛藤の描写がな

いのか」「それまでに何が起きたのか」と間うことで、

中心人物の変化のきっかけへ迫る契機とした。

また留意点として、「描写から感情を捉える」のでは

なく、「感情から描写を捉える」という思考過程を取っ

た。『きみの友だち』「一ねじれの位置ー」は総ページ

数が 37ページあるため、着眼点を「葛藤」と焦点化す

ることで、限られた時間で中心人物の変化により着目

できるようにした。

作者が工夫しているイメージを読み取る (5/8)

くテクスト形式⑤＞

実習 Iでは、事物がもつ象徴性に気付かせるため、

抽出した事物（梅干し等）がもつ犀された意味を直接

的に捉える活動を設定したが、実習IIでは「なぜお姉

ちゃんは二人をねじれの位置に座らせたのか」と問い、

場面設定等の他のテクストとの関連から、ねじれの位

置がもつ象徴性を捉えさせた。

スピンオフを創作する (6・7/8)

く自分の考えの形成へ＞（改善点）

作中には描かれていない以下の4場面を取り上げ、

スピンオフを創作した。スピンオフの創作により、場

面や人物設定、心情の変化、作者の表現の特徴等を、

作品の読み直しながら振り返る契機とした。

【スピンオフで取り上げた4場町】

1 『生意気な車丑交生が来夫事件』
ブンちゃM註痴屁ゃ以こどんな思いを打ち明i廿この訊

(P 6 1 L 1 6'"'"'P 6 2 L 1) 

2 麟られるモトくん判牛』

殴られたモト君・彼まどんな患いで帰っ□らたの力}
(P 7 1 L 7'"'"'L 8) 

3 『二人を見守る姉罪牛』

ブンとモトを見守る姉彼匁まどんな思いで二人を見守っていたの力}

(P 8 0 L 1 6'"'"'P 8 8 L 9) 

4 『ねじれり苅罰刊牛』

妍汀tらい芍しを通い合わ也ピブンとモト。

二人はこの後、どんf忍屈梵送ったのい 特彫れなかった6場面）

釘：ページ番号け菊祠枚抽になぞらえた）
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交流し見方・考え方を広げる (8/8)

く自分の考えの再構築、深化へ＞

創作したスピンオフを読み合い、友達の作品の良さ

を見つけたり、ものの見方・考え方に触れたりする契

機とした。生徒用］レーブリックを与えることで、根拠

を明確にして作品を批評する力を養った（省略）。

6 検証結果と考察

検証結果から、ほとんどの生徒が物語の展開を踏ま

えて、スピンオフが書けていた（資料 11参照）。

【資料11 実際の評価結果 (n=6 9)】

<S評価＞物語の展開を踏まえて、中心人吻の心情を
しながら、

スピンオフが書けている。

<A評価＞物語の展閲を踏まえて、中心人吻の心情を
しながら、ス

＜
 

6
 

2 1 

8
-
4
 

3
 

実習 Iと比較すると、全体的に力が伸びたと言える。

I 

(n = 6 9) 

＞ J 5 6 + 1 

＞ I 1 3 2 1 +8 

、/} I 4 6 3 8 -8 

＞ I 5 4 -1 

【資料12 子どものスピンオフストーリーA】

スピンオフストーリーAは、 <S評価＞の作品であ

り、場面は4を取り上げている（資料 12参照）。この

作品の中で注日すべきは①の部分である。

①全て追いつくのは無理だけど、せめて野球だけ

は、野球だけは追いつきたい。モトがいなかった

ら、ずっと一番だったのに…。と前は思っていた

が、モトがいなかったら、オレは、これ以上頑張

ろうとしなかったかも、上達できなかったかもと

思うようになった。

人生で初めて「負け」を経験した中心人物が、ライ

バルという存在を「自分を成長させてくれる相手」と

捉えている点や、「野球」という自分のプライド（誇り）

だけは、全て譲り渡す気はないという強い信念を描い

ているところに価値がある。

一方で、 B評価以下に留まった生徒の特徴として、

選んだ題材における中心人物の視点から、物語を創作

することはできているものの、出来事の羅列で終わっ

てしまっている作品が多く、心情描写等が希薄であっ

た。特に 1"-'3場面を選択した生徒に多く見られた。

その原因として、 1"-'3場面はスピンオフよりもリ

ライト的な要素が強く、言動が固定されているため、

創造的に書くことのできる幅が狭かったことが挙げら

れる。作品のもつ主題とは、主に中心人物の描き方に

表れるため、スピンオフの記述内容から主題の解釈の

在り方を測るならば、題材4のように「後物語」のよ

うな題材の方が適切であったと考えられる。

また、学習過程全体を通して得られた成果を述べる。

一つ目は、「中心人物のもつ課題」が生徒にとって身

近である作品を教材として用いたことで、「中心人物の

設定や変化」に着眼した生徒が多かった（資料 13参

照）。そのため、教師側が着目させたかったテクストに、

生徒が主体的に着目することができた。

【資料 13 生徒の初読の感想】
生徒 A:なぜブンちゃんは自分の意見が間違ってい

ると中西君に指摘されただけで、声を張り
上げたのか。

生徒 B:きみは中西くんが来るまでなんでも一位だ
ったから、すぐ怒るし、すぐ殴るし、少し自
分勝手だなと思いました。

二つ日は、学習過程の中で「テクスト形式③中心人

物の変化」の濃度を濃くして、中心人物の葛藤を場面

ごとに捉えさせ、その変容を追ったことで、生徒たち

は微細な描写に着目して心情を捉えることができた。

具体的には、本教材には以下のような描写がある。

「いまのケンカ、ブン、負けてたと思う？」
お姉ちゃんに訊かれて、きみは「うん……」と低い声
で答え、アイスをまたかじる。

引用 重松清『きみの友達』「一ねじれの位置一」 P82

これは、中心人物が対比的人物に対する葛藤から解

き放たれ、初めて「負け」を認める場面である。ここ

で、ある生徒が「……うん」という描写に着目し、「こ

れはまだ負けを認めていないのではないか」と発言し

た。これをきっかけに「うん」と「……うん」の違い

について議論が始まり、ある生徒が「これまでブンち

ゃんは負けたことがなかったのに、いきなり登場した

転校生に何もかも負けて、それでそんな急に素直に負

けを認めることはできないと思う。でもちょっと認め

ている気持ちもある。その気持ちが同時にあるから、

「……うん」なんだと思う。」と発言した。

この描写に着目できたのは、出来事とそれに伴う心

情を、場面ごとに追ったからであると考えられる。

つまり、テクスト形式を腎まえた学習過程とは、生

徒が思考する視点を定める点でも効果があり、複雑な

情報を紐解き、 T寧に把握したり解釈したりする上で

効果的であると考える。
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VI 今後の実践課題と展望

-「言語文化」「文学国語」で論理的・創造的

思考力を高めるために—
「教育課程部会・児童生徒の学習評価に関するワー

キンググループ」において、平成 30年 3月に公示さ

れた高等学校学習指導要領の改訂のポイントの一つと

して、「高等学校においては、社会で求められる資質・

能力を全ての生徒に育み、生涯にわたって探究を深め

ゑ未来の創り手として送り出していくことがこれまで

以上に求められる」ことが示された。また、新設され

た教科・科日等からも、高等学校ではより「探究」に

重点を置いていることが分かる。

「探究」とは、創造的な間いに対し、的確な解釈・

分析・評価を行い、新たに間い直すという思考過程が

発展的に繰り返されていく学習である。創造的な間い

に対し、自分の立場から立ち向かい、考え判断するカ

こそ、価値観が多様化するこの現代で、生徒たちがた

くましく生き抜くための矛となり盾となる。

本稿で実践研究の軸となった「テクスト形式を基盤

とした学習過程」は、生徒たちが多様なテクスト（文

章・論述等）を、的確に解釈・分析・評価する力を養

うことができる。テクストの種類や本質的な価値を軸

としつつ、生徒の発達段階を踏まえて学習過程を構想

する必要がある。

構想の際に留意すべき点が、テクストのもつ「濃度」

である。本研究を通して、テクストには濃度というも

のが存在することが明らかになった。濃度とは、思考

過程の軸となる部分を指す。

濃度には二種類あり、テクストの固有性を踏まえた

濃度と、読者からの濃度がある。テクストの固有性を

踏まえた濃度とは、内容的価値から着眼すべきテクス

トであり、教材を学ぶ価値につながる点である。読者

からの濃度とは、読者の興味• 関心や立場等から、読

者自身が選択して着眼するテクストである。両者が相

乗することで、生徒は「学びの価値」を感じながら意

義ある学びを得ることができる。

系統性の観点から、中学校 l、2年生では学びを深

める上で重要なテクストの濃度を上げ、そこを軸とし

ながら他のテクストと関連付けて解釈を深める。つま

り、まずテクストの一面を軸として解釈・分析するカ

を養う。それにより、中学校 3年生以降にはテクスト

の濃度を平等に扱いながらも、各々のテクストを正確

に把捏し、必要に応じて閃連付けながら精査・解釈す

ることができると考えられる。

そして、高等学校では自分の力でテクストを解釈・

分析・評価する力を養っていけるようになる。

一方で留意すべきは、テクストの難易度が上がって

いくことである。高等学校において価値ある探究を行

うためには、前提となる習得・活用の定着が必須であ

り、テクスト形式を踏まえた習得・活用の充実が求め

られる。

囚語科は「学びが見えにくい」教科であると言われ

る。それゆえ、苦手意識をもつ生徒はおそらく少なく

ないだろう。そんな生徒たちに、「テクスト形式」を基

盤に学び方を示すことで、一人でも多く国語の面白さ

に気づいてもらえるような授業を展開していきたい。

【注記及び這な参考雌伏（引用文蜘埠余く）】

1 第三呻磨嘩鱈鵬障酔洛‘幻18祁月）

2 細 ty5.0f詞廿ゴむ鴨附｛系る迂噸談会宵ゴ睛代包瓢こ生きる力屑麟こ

尉る省内タスクフォ—ス」位讀翡省・ ID18年6月）

3 1~ 杞柊屑麟とEdR山研究会第1冴届訂経斉羞麟1ID18年6月）

4 詞・審絵燎畷ザ・郊酎臀閃系

村教靡齢随諷 ;J哨 文 聞 牧 麟 翔 奴 膚 捌 翅 賢 奴囀罪疇疇

四鯰級び必要以齋醐こづ‘て笞甲）」 0017年12月）、同 fill(}甲罪い廿囁笛敬

育乃グラントデザイン倍申）」 0018年11月）、中堵煽睾梃ミ大郭沖監陪固覧郎

会吟後靡詣萄隋汀甜蒻刀胴亡向梵叫用とc/)J 0018年8月）、中赳咽藩議

会教薩豚罪除呪童甘走び肖響間に関ずるワーキング1;v--フ］凶18年4月）、

匁漑斗学省榛斤肖情困胴痢訃隧則腟障削等ミ及ひ各屑儒幻芦岩指尊蜀蹂ヴ亨

ン隣角凶17年3月、同6月、 ID18年3月）、同「中計→浮醤南麒顔頴兌国韻扁

第4章指鄭価四紡足内容渭載〗 0017年6 月）。

5 国周湘笥、哩舶勺・宜酷拍傾朋陀対献

｛嘩岸・郁躙「愴髄勺·鵬瓢攣える21酋闊孵—疇虞諏

材・中学3屑に拭ナるパフォーマンズ罪価・メ刃欧圧叶陵知勁句~職ギャリアセ

ンタ号涅吼 0017年3月）、同吐き方・半l断力召段図佑禍的匁羞杞好口授閑開

発一門笞敦瓢（中学二年の習得・活用飢傭皐ポート）」針列こ一」胴挨嘩隋大

哨皓教蔭料躙 0017年3月）。

疇岸葦吹郁暉国酔ヰけるアクティブ・デ—⇒グ雌醗と識屁質

噂潤叩にづ釘靡晴厨久□箇嗽酌噂疇ャリアセンタ玉

要］凶16年3月）、

梱箸羊冊膀発認胴・要頁暉酌・創造i佑詳びげ勢罰醗ーテキスト形肉塙目し

た21世歴罪習→第127回針月灼許翡醒煽学会忍苅即盃＞発表ID14年11月）。

戸桐都叩編罷雅扁[Pm反29年渡版学習指罪男直障丁びずv(ント／」外牧・中計交

国閥餅仕姐素 ID17年4月）、明缶謁譴靡卵齊料罪『廃笥ID17年12月号

咬躙麟して共忙闘助匂暇渕謡況掌笈促相賑科事し斜ヽ・の圧プ

囀け麟 ID17年12月）、同靡灼科哨罪酵釘ID18年1月号特集・新判]

指尊蹄麟諮‘詞冊〗ズ』（吋生謳 ID18年1月）、同靡筍科哨誹廃笥ID18年

2月箭始研究！唱葉コこる見方・考え籾召動せる言誼隅机朗仕祖素 ID18年

2月）。

6 疇鵬叫諏育、幻攣直

奈蒻□谷『漬質・能力」と学罰）メカニズば唄脊田柑託 ID17年5月）、酉勒諾

恵・訂拶置叩鱈頷籠祈以教信罪即門―人舒fて召躙釣た以こ→l侑唱訊

ID15年4月）、叫澗］院恵•石用翔応殴＆＼でよくね図！見方・考え椋抒衣るペフ

ォーマンズ渭厠餅仕事 ID18年10月）、叫硼屹恵『賓質・能力」を育てるペフ

ォーマン礼輝アクティブ・テー~匠どう充瞬せる力』国生購凶16年9月）

等）

障互疇疇江ナる攣·f詞囀•i疇戸譴鱈河肖

える」濶交1年・明母闘針列こ一孔陵紐散肯応雑始夷鳩紺迂ンタ予浬且凶10

年2月）、｛嘩臣・常廊聰切骰恢吼字ナる国蔀袢習・詞冊ンステム」刀開

発→寸上岬疇却男」罰3・第霞JJ~攣戸賛例こc-j~rlt6$閃

研究識昔割齊斗学編』 cXi年3月）等

【付記】

最総ゴ£りますが、ご劣廿刀れ遷卿紺枯の多く⑰四丈より諏いこ指早訳づ珈言、

励まし閲幸灌忍吏だきまし応顎彰諄院cYJ)2罪日V実習伍祖して、児配虞と触

れ合べ貴暫揺晋鋭も多くの事仔怜ぶことができ成長できたの芍立かかと思います。

また、薗互青『き叫犀靖詞朝鳴以籾隼阻出蜘年）舒甜甘るはあたり、

妍帆噂詞蹟様より励ま□恥書翠いtゴごきまし芦ありがとうごさいまし尽

そして、籟彰詳闊珀籍した2罪日吹大飼叩＜熱以ここ指算くださっtゴ荊瀾令夫先

生、竹崩祥←先生匂ま⑰、今回こ心場でお名前を且位ること［共国諌せんが、こ指導、

コ加訪下さったずべての先生杭乙しかり感り袢しUナます。


